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(トップページ：http://mylibrary.maeda1.jp/ )  

（五大石油会社の業績比較：http://mylibrary.maeda1.jp/SuperMajors.html ）  

（石油：http://mylibrary.maeda1.jp/oil.html ） 

マイライブラリー：０４５４ 

 

(注)本稿は 2018年 11月 5日から 15日まで 6回に分けて「内外の石油情報を読み解く」に掲載した

レポートをまとめたものです。 

2018.11.19 

前田 高行 

 

各社とも利益が前年同期比で大幅増：五大国際石油企業２０１８年７－９月期決算速報 
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 スーパーメジャーと呼ばれる五大国際石油企業(ExxonMobil、Shell、BP、Total 及び Chevron)の４

－６月期決算が相次いで発表された。ここでは売上高、利益（総合及び上流部門、下流部門）、売

上高利益率、設備投資および石油・天然ガス合計生産量について各社の業績を横並びで比較する

とともに各社の四半期決算の推移を検証する。 

 

 決算の詳細は以下の各社のホームページを参照されたい。 

ExxonMobil： 

https://news.exxonmobil.com/press-release/exxonmobil-earnings-increase-57-percent-62-billion

-third-quarter-2018 

Shell： 

https://www.shell.com/media/news-and-media-releases/2018/third-quarter-2018-results-annou

ncement.html 

BP： 

https://www.bp.com/en/global/corporate/media/press-releases/third-quarter-2018-results.html 

Total： 

https://www.total.com/en/media/news/press-releases/third-quarter-2018-results 

Chevron： 

https://www.chevron.com/stories/chevron-reports-third-quarter-net-income-of-4-billion 

 

 なお前期(２０１８年４－６月期)及び２００９年から２０１７年までの通年の業績比較は下記レポート

を参照されたい。 

http://mylibrary.maeda1.jp/SuperMajors.html 

http://mylibrary.maeda1.jp/
http://mylibrary.maeda1.jp/SuperMajors.html
http://mylibrary.maeda1.jp/oil.html
https://news.exxonmobil.com/press-release/exxonmobil-earnings-increase-57-percent-62-billion-third-quarter-2018
https://news.exxonmobil.com/press-release/exxonmobil-earnings-increase-57-percent-62-billion-third-quarter-2018
https://www.shell.com/media/news-and-media-releases/2018/third-quarter-2018-results-announcement.html
https://www.shell.com/media/news-and-media-releases/2018/third-quarter-2018-results-announcement.html
https://www.bp.com/en/global/corporate/media/press-releases/third-quarter-2018-results.html
https://www.total.com/en/media/news/press-releases/third-quarter-2018-results
https://www.chevron.com/stories/chevron-reports-third-quarter-net-income-of-4-billion
http://mylibrary.maeda1.jp/SuperMajors.html
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１． 五社の７－９月期業績比較(末尾表：1-D-4-22参照) 

五社を横並びで前年同期と比較すると売上高及び天然ガス生産量では Shell がトップである。し

かし総合利益、上流部門利益、設備投資、原油生産量および原油と天然ガスを合計した生産量の

各部門では ExxonMobilが、下流両部門の利益では BP、売上高利益率は Chevronがトップである。

今期は各社とも売上及び利益が大きく伸び、特に利益は前年同期比で各社とも１．５倍乃至２倍と

大幅に増加している。原油生産量では ExxonMobil がずば抜けて大きく、天然ガス生産量では Shell

が他の４社をしのぎ最も多い。 

 

(売り上げは各社とも前年同期比で２～３割の増収！) 

（１） 売上高 

２０１８年７－９月の売上高は

５社ともに前年同期に比べ２乃

至３割の増収である。各社の原

油・天然ガス生産量はShell及び

BP は前年同期を下回り、また天

然ガスは ExxonMobil 及び Shell

が落ち込んでおり、その他生産

量が増加した各社もその増加率

は売上のそれを下回っている

（本稿下記参照）。従って売り上

げの上昇は原油天然ガスの価格がアップしたためと考えられる。 

 

因みに Shellの決算資料で見ると、昨年第３四半期はバレル当たり平均４７．０６ドルであったもの

が、今期は６８．３８ドルに上昇している。２０１１年あるいは２０１２年のピーク時には年間平均価格

が１００ドルを超えたが、昨年第２四半期は６割、今期は７割まで戻っている。原油価格の上昇がそ

のまま各社の売上高の増加に反映されたと言えよう。 

 

各社の売上高および対前年同期の増加幅は、ExxonMobil が７６６億ドル(１６％増)、Shell１，００２

億ドル(３２％増)、BP ７９５億ドル(３２％増)、Total ５４７億ドル(２７％増)、Chevron ４４０億ドル(２

２％増)であった。 

 

（２）総合利益  

今期は５社ともに前年同期を大幅に上回る利益を計上、Chevron、BP は２倍、ExxonMobil、Shell

及び Totalも１．５倍前後の増益であった。利益額が５社の中で最も大きいのは ExxonMobilの６２億

ドルであり、前年同期（４０億ドル）の１．５倍である。ExxonMobilに次いで利益が多いのは Shellの５

８億ドルであり、Chevron 及び Total が共に４０億ドルである。特に Chevron は前年同期から倍増し

ている。BP の７－９月利益は５社の中では最も少ない３３億ドルであるが、同社も前年同期に比べ

大幅に改善している。 

0

500

1,000

1,500

ExxonMobil Shell BP Total Chevron

国際石油企業の売上高(億ドル)

今期（2018.7-9月) 前年同期(2017.7-9月)



 3 / 11 

 

 

（３）上流部門と下流部門の利益 

利益を上流部門(石油・天然ガスの

開発生産分野)と下流部門(石油精製

および製品販売分野)に分けて比較す

ると、上流部門は各社とも前年同期比

で２倍乃至７倍と利益が大きく伸びて

いる。利益が最も高かったのは

ExxonMobil の４２億ドルで前年同期(１

６億ドル)の３倍弱であった。同社に次

いでBPが４０億ドル、Chevronは前期

比７倍の３４億ドルの利益であった。３

社に続くのが Total(２９億ドル)であり、最も少ない Shell も２２億ドルの利益を計上している。 

 

これに対して下流部門の利益は５社

中４社が前年同期を下回っている。利

益が最も多かったのはBPの２１億ドル

であり前年同期に比べ微減であった。

下流部門で BP に次ぐ利益を上げたの

は Shell の１７億ドルであるが、同社の

場合は前年同期より３割近く減少して

いる。ExxonMobil は Shell をわずかに

下回る利益 ( １ ６億ドル )であり 、

Chevron(１４億ドル)がこれに続き、５社の中で下流部門の利益が最も少ないのは Total の９億ドル

である。 

 

このように今期は各社とも上流部門が好調であり、下流部門の利益を大幅に上回っている。これ

は原油天然ガスの価格が大きく上昇したためである。歴史的に見ても五大国際石油企業は２０１４

年に原油価格が１００ドルを超えるまで上流部門の利益が下流部門を上回る時代が長く続き、その

後一転して原油価格が暴落した２０１５～１７年は下流部門の利益が上流部門を上回っていた。現
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在原油価格が高値で安定しているため上流部門が各社の利益の源泉になっているのである。 

 

なお上記（２）総合損益は各社によって石油化学品部門あるいはその他の損益を含むため上・下

流部門の利益の合計額とは一致しないケースがある。 

 

（４）売上高利益率 

売上高利益率は Chevron が

９．２％と最も高く、Exxon Mobil 

８．１％、Total ７．２％、Shell 

５．８％と続いている。利益率が

最も低い BP は４．２％である。

今期は各社とも利益率は一桁

台にとどまり、また５社の格差

が小さい。前年同期に比べると

全社で利益率がアップしてい

る。 

 

（５）設備投資 

２０１８年７－９月期の設備投

資額が最も多いのは ExxonMobil

の６６億ドル、これに次ぐのが

Total の６２億ドルである。Shell

及び Chevron の設備投資額は５

０億ドル台であり、最も少ないBP

は ExxonMobil 或は Total の６割

の３７億ドルである。前年同期に

比べると Total はほぼ倍増、

ExxonMobil、Chevron 及び Shell は１０～１５％増加しているが、BP のみは前年同期を１割下回って

いる。 

 

（５）原油・ガス生産量(末尾表 1-D-4-22参照) 

 今年７－９月の原油生産量は

ExxonMobil が平均日産量２２９万

バレル(以下 B/D)で５社の中では

最も多い。その他の４社はいずれ

も２００万 B/D 以下であり、Shell

が１８１万 B/D、Chevron １７９万

B/D、Total は１６１万 B/D、BP 

はExxonMobilの半分強の１２２万
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B/D で５社の中では最も少ない。ExxonMobil は世界各地で万遍なく原油生産をおこなっており他社

を圧倒している。前年同期と比較すると Total が１６％と大幅に増加しているが、Chevron、

ExxonMobilは微増、Shell及び BP は減少しており、特に BPは昨年同期の１３４万 B/Dに対してほ

ぼ１割減である。 

 

 天然ガスの生産量は Shellが１０４億立方フィート(以下 cfd)と最も多く、ついで ExxonMobilが９０億

cfd、その他３社は７０億 cfd 前後で、最も少ない Total は６６億 cfd であった。前年同期に比べると

Chevron 及び BP はそれぞれ+１７％、+１１％と増加したが、ExxibMobil は６％減であり、Shell 及び

Totalはほぼ横ばいである。 

 

 天然ガスを石油に換算した原油・天然ガスの合計生産量では ExxonMobilは３７９万 B/Dでこれに

次ぐのが Shell の３６０万 B/D で、この２社が３００万 B/D を超えている。その他の３社は Chevron

が２９６万B/D、Totalは２８０万 B/D、最も少ない BPは２４６万 B/Dである。石油と天然ガスの比率

を見ると、ExxonMobil と Chevronは石油６０％、天然ガス４０％であり５社の中では石油の比率が最

も高い。また Total も石油５７％：天然ガス４３％と石油の比率が高い。Shell は原油と天然ガスの比

率が５０％ずつであり、これに対してBPのみは石油４９％対天然ガス５１％であり、天然ガスがわず

かではあるが石油を上回っている。 

 

２．２０１７年第２四半期以降の四半期別業績の推移 

五社の売上高、利益（全体、上流部門および下流部門）、設備投資、原油・天然ガス生産量に関

する２０１７年７－９月期以降今期までの四半期ごとの業績推移は以下の通りである。 

 

（１） 売上高の推移 

２０１７年第３四半期から

２０１８年第３四半期に至る

四半期ベースの売上高は原

油価格の上昇を受けて各社

とも増収基調にある。５社の

中では Shell が７５８億ドル

(2017 3rd Qtr)→８５４億ドル

（4th Qtr）→８９２億ドル(2018 

1st Qtr) →９６８億ドル (2nd 

Qtr )→１，００２億ドル (3rd 

Qtr)と５期連続で売り上げト

ップを続けており、しかも２位、３位の ExxonMobil 及び BP との格差は拡がり５社の首位を固める気

配である。Shell に次ぐのが ExxonMobil と BP でありその売上高の推移は前者が６６２億ドル(2017 

3rd Qtr)→６６５億ドル（4th Qtr）→６８２億ドル(2018 1st Qtr) →７３５億ドル(2nd Qtr ) →７６６億ドル(3rd 

Qtr)、後者が６００億ドル(2017 3rd Qtr)→６７８億ドル（4th Qtr）→６８２億ドル(2018 1st Qtr) →７５４億

ドル(2nd Qtr ) →７９５億ドル(3rd Qtr)であり殆ど差が無い。 
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この間の四半期平均原油価格（１バレル当たり）の推移を Shell の決算資料で見ると４７．０６ドル

(2017 3rd Qtr)→５５．２８ドル（4th Qtr）→６０．７４ドル(2018 1st Qtr) →６６．２４ドル(’18 2nd Qtr ) →６

８．３９ドル(’18 3nd Qtr )であり、昨年第３四半期以降、原油価格は４５％上昇している。 

 

（２）利益の推移 

 過去１年間の四半期ごとの

利益水準は各社によって異な

るものの、いずれもプラスであ

った。５社の中ではExxonMobil

は４０億ドル(2017 3rd Qtr)→８

４億ドル（4th Qtr）→４７億ドル

(2018 1st Qtr) →４０億ドル

(’18 2nd Qtr) →６２億ドル(3rd 

Qtr)と毎期４０億ドル以上の利

益を計上、特に２０１７年第４

四半期は８４億ドルと他社の２

倍以上の利益を記録している。Shell は４１億ドル(2017 3rd Qtr)→３８億ドル（4th Qtr）→５９億ドル

(2018 1st Qtr) →６０億ドル(2nd Qtr) →５８億ドル(3rd Qtr)と前期及び前々期は ExxonMobilを上回り

年間を通じて安定した利益を計上している。 

 

Total は昨年第３四半期に２０億ドル台の利益を計上したが、第４四半期は１０億ドルに落ち込ん

だ。しかしその後は増益基調を続け今期は４０億ドルと過去１年間で最高の利益を出している。

Chevron も昨年第３四半期以降ほぼ一貫して利益を伸ばしている。 

 

 BP は５社の中で利益水準が最も低い状態が続いている。昨年第４四半期は収支トントンの状況

であったが、最近の３四半期は３０億ドル前後の利益を計上している。 

 

（３）売上高利益率の推移 

 １年前の昨年第３四半期の五

社の利益率は ExxonMobil、

Shell、Total、Chevron の４社は

いずれも６％前後であり、BP の

みが２．９％の低い水準にとど

まっていた。第４四半期には各

社 の 明 暗 が 分 か れ 、

ExxonMobil は１２．６％という高

い利益率を示し、Chevron も８．

３％で両社の利益率は前期を
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上回った。これに対し Shell、Total 及び BP は利益率が低下し、特に BP は０％の利益率にとどまっ

た。今年第１四半期は ExxonMobil以外の４社の利益率が向上、Chevronが５社中最高の９．６％の

利益率を達成した。前期は Chevron が８．１％で５社のトップを維持し Total が７．１％でこれに続い

ている。今期は Chevron が利益率９．２％と３期連続で５社のトップで、ExxonMobil がこれに続く８．

１％の利益率である。BP は５社の中では最も低い利益率が続いているが、過去３期は４％前後で

安定している。 

 

（４）部門別利益の推移 

（４－１）上流部門 

前年の２０１７年第３四半

期の上流部門の損益が１０

億 ド ル を 超 え た の

ExxonMobil１６億ドル、Total

１４億ドルおよび BP１２億ド

ル で あ り 、 Shell 及 び

Chevron は一桁台の５億ド

ル前後にとどまった。 

 

 第４四半期は５社ともに二

桁台の利益を出したが、特に ExxonMobil と Chevronの２社はそれぞれ８４億ドル、５３億ドルと大幅

な増益であった。Shell、BP 及び Total３社はいずれも２０億ドル前後で並んだ。今年に入ると

ExxonMobil及びChevronの利益は減少した一方、BPが増益となりこれら３社の上流部門の利益は

３０億ドル台前半で並んだ。これに対して Totalは２２億ドル、Shellは１９億ドルであった。 

 

 今期(２０１８年第３四半期)は５社すべてが前期を上回る利益を計上、トップは ExxonMobilの４２億

ドル、次いで BP４０億ドル、Chevron３４億ドル、Total２９億ドル、Shell２３億ドルとなり、BP、Shell、

Total の３社は過去１年間で最も高い利益を計上している。Shell は総売上高で４社に水を開けてい

るが(上記売上高の推移参照)、上流部門は他社に比べ見劣りがする。 

 

（４－２）下流部門 

 過去１年間の各社の下流

部門の利益は同じような傾

向をたどっており、２０１７年

第３四半期以降利益は縮

小し、今年第２四半期まで

ほぼ連続して落ち込んだの

ち、第３四半期に至ってよう

やく上昇に転じている。但し

ExxonMobil を除き今期の
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利益は前年同期を下回る状態である。 

 

各社ごとにその推移を見ると以下の通りである。(単位：億ドル) 

ExxonMobil: １５．３ → １５．６ →  ９．４ →  ７．２ → １６．４ 

Shell：  ２４．１ → １１．２ → １８．１ → １１．７ → １７．１ 

BP:  ２１．８ → １７．７ → １８．３ → １４．６ → ２１．１ 

Total:  １０．２ →  ８．９ →  ７．２ →  ８．２ →  ９．４ 

Chevron: １８．１ → １２．８ →  ７．３ →  ８．４ → １３．７ 

 

 過去一年間の利益の推移を上流部門と下流部門で比較すると、上流部門は増益傾向にあるのに

対して下流部門は今年第２四半期まで減益、第３四半期に回復しているものの一年前の水準には

達していない。これは昨年から今年上半期まで原油価格が上昇し、現在高止まりしているためと考

えられる。即ち原油価格が上昇トレンドにあるときは上流部門の利益が増加または堅調に推移し、

一方下流部門は原油価格上昇時に利益が圧迫され、原油価格が高止まりすると製品価格に転嫁

することにより下流部門の採算も向上するためと考えられる。 

 

（５）設備投資の推移  

 ５社の四半期ベースの設

備投資額は ExxonMobil が

年間を通じて５社のトップを

続 け て い る 。 ま た

ExxonMobil と Total は各四

半期でかなり変動している

が、Shell、BP及びChevron

の３社は各社とも投資が平

準化されているようであ

る。 

 

ExxonMobil の場合、２０１７年第３四半期の投資額は６０億ドルで翌第４四半期には９０億ドルに

膨張したが今年第１四半期には４９億ドルに減り、前期及び今期は６６億ドルと１年前の水準に戻っ

ている。これに対して Total は昨年第３四半期の投資額は５社の中で最も少ない３４億ドルであった

がその後増加し、今期は６２億ドルとほぼ倍増し、ExxonMobilに次ぐ投資額である。 

 

Shell、Chevron 及び BP３社はそれぞれ毎期５０億ドル台、４０億ドル台或は３０億ドル台の投資を

続けている。 

 

（６）原油・天然ガス生産量の推移 

（６－１）原油生産量 
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 過去１年間の四半期ご

との原油生産量の推移

を見ると ExxonMobilが他

社を引き離して５期連続

でトップを守っている。

ExxonMobilの生産量は５

社の中でただ１社２００万

B/D 台を維持している。

同社の生産量は昨年第

３四半期以降下降気味で

あったが、今期は再び１

年前の水準に戻っている。ExxonMobilに次ぐ二番手グループは Shellと Chevronで、その生産量は

１７０万 B/D台であり、直近の３四半期は両社の間に殆ど差が無い。Total と BPの１年前の生産量

は１３０万B/D台で５社の中で最も少なかった。しかしTotalは昨年第４四半期以降大幅に生産量を

増加させており、今期は１６１万 B/D と Shell及び Chevron との差を縮めている。一方 BPは昨年第

４四半期以降生産量の減少が続いており、今期は１２２万 B/D にとどまり、Total と４０万 B/D の差

がある。 

 

（６－２）天然ガス生産量 

 ２０１７年第３四半期の天然ガ

スの生産量は ExxonMobil 及び

Shell の上位グループ２社と BP、

Total、Chevron の下位グループ

３社の２極に明確に分かれてお

り、上位２社が日量約１００億立

方フィート(以下 cfｄ)に対し下位３

社の生産量は６０億 cfd前後にと

どまっていた。ExxonMobil は昨

年第４四半期をピークに低落の

傾向にあり、トップの Shell との格差が広っている。但し Shell の生産量も今年四半期に１１９億 cfd

に達した後に急落し今期は１０４億 cfd と１年前の水準に戻っている。 

 

 一方下位グループでは Chevron は年間を通じて増加しており、BP 及び Total の生産量は横ばい

状態である。この結果今期(２０１８年第３四半期)は Shell の生産量が１０４億 cfd でトップとなり、続

いて ExxonMobilが９０億 cfd、BP、Chevron及び Totalが７０億 cfd前後で並んでいる。トップの Shell

と５社のうち最も少ない Total との生産量の差は３４億 cfdである。 

 

（６－３）原油・天然ガス合計生産量(図 http://menadabase.maeda1.jp/2-D-4-65.pdf 参照) 
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 天然ガスを石油に換算した原

油・天然ガスの合計生産量の推

移を見るとトップの ExxonMobil

は１年前の３８８万B/Dから減少

し、今期は１０万 B/D 減の３７９

万 B/D にとどまっている。二番

手の Shellは ExxonMobilにほぼ

２０万 B/D の差を付けられてい

る。Chevron、Total、BP の下位

グループ３社の昨年第３四半期

原油・天然ガス合計生産量は２

５０～２７０万 B/D でほぼ一線に並んでいた。この傾向は今年第１四半期まで続いたが、前期と今

期は Chevron 及び Total が生産量をぞかさせたのに対し BP は逆に減少している。この結果

ExxonMobil、Shell の上位グループと Chevron、Total の差は縮小し、BP が最下位に取り残される状

況になっている。 

 

以上 
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1-D-4-22     (作成：前田） 

2018年 7-9月期国際石油企業の業績 

    ExxonMobil Shell BP Total Chevron 

売上高(百万ドル) 

2018 年 7-9 月 76,605  100,151  79,468  54,717  43,987  

前年同期 66,165  75,830  60,018  43,044  36,205  

増減(%) 15.8% 32.1% 32.4% 27.1% 21.5% 

総合損益(百万ドル）

（＊） 

2018 年 7-9 月 6,240 5,839 3,349 3,957 4,047 

前年同期 3,970 4,087 1,769 2,724 1,952 

増減(%) 57.2% 42.9% 89.3% 45.3% 107.3% 

上流部門損益(百万ドル)

（＊） 

2018 年 7-9 月 4,229 2,249 3,999 2,864 3,379 

前年同期 1,567 575 1,242 1,439 489 

増減(%) 169.9% 291.1% 222.0% 99.0% 591.0% 

下流部門損益(百万ドル)

（＊） 

2018 年 7-9 月 1,642  1,709  2,111  938  1,373  

前年同期 1,532  2,405  2,175  1,020  1,814  

増減(%) 7.2% -28.9% -2.9% -8.0% -24.3% 

売上高利益率(%) 
2018 年 7-9 月 8.1% 5.8% 4.2% 7.2% 9.2% 

前年同期 6.0% 5.4% 2.9% 6.3% 5.4% 

設備投資(百万ドル） 

2018 年 7-9 月 6,586  5,800  3,675  6,208  5,124  

前年同期 5,987  5,018  4,136  3,373  4,456  

増減(%) 10.0% 15.6% -11.1% 84.0% 15.0% 

原油生産量(1,000B/D) 

2018 年 7-9 月 2,286  1,810  1,216  1,611  1,787  

前年同期 2,280  1,852  1,341  1,392  1,719  

増減(%) 0.3% -2.3% -9.3% 15.7% 4.0% 

ガス生産量(100 万 cfd) 

2018 年 7-9 月 9,001  10,362  7,218  6,557  7,012  

前年同期 9,585  10,470  6,502  6,427  5,985  

増減(%) -6.1% -1.0% 11.0% 2.0% 17.2% 

同石油換算(1,000B/D) 

2018 年 7-9 月 1,500  1,786  1,244  1,193  1,169  

前年同期 1,598  1,805  1,121  1,189  998  

増減(%) -6.1% -1.1% 11.0% 0.3% 17.1% 

原油・ガス合計生産量          

(石油換算 1,000B/D) 

2018 年 7-9 月 3,786  3,596  2,460  2,804  2,956  

前年同期 3,878  3,657  2,462  2,581  2,717  

増減(%) -2.4% -1.7% -0.1% 8.6% 8.8% 

＊総合損益には石油化学部門あるいはその他の損益を含むため、上流部門・下流部門損益の合計額とは一致しない場

合がある。 

 


